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日本経済日本経済

水産・食品業界水産・食品業界

企業収益・雇用環境の改善 → 緩やかな景気回復

増税後の消費回復の遅れ、夏場の天候不順→ 個人消費に弱さ

円安 → 原材料・エネルギー価格の上昇

景気回復に伴う人材不足への懸念

マルハニチログループマルハニチログループ

中期四ヵ年経営計画「Challenge toward 2017」のスタート

「信頼回復」→  危機管理体制の再構築

「成長戦略の遂行」→ 水産資源アクセスの基盤強化

1．事業環境
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2．連結損益計算書
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(単位：億円)

第2Ｑ実績 前年同期 増減 年間計画 進捗率

売上高 4,166 4,114 53 8,500 49%

売上原価 3,622 3,561 62

売上総利益 544 553 △ 9

販売費・一般管理費 479 493 △ 15

営業利益 65 60 5 110 59%

営業外収益 28 37 △ 9

営業外費用 25 18 8

経常利益 68 79 △ 11 100 68%

特別利益 3 11 △ 8

特別損失 2 11 △ 9

税金等調整前四半期純利益 69 79 △ 11

法人税等 △ 3 37 △ 41

少数株主利益 12 3 10

四半期純利益 60 39 20 50 120%



3-1．トピックス（クロマグロ完全養殖）
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２００６年に取組み再開
２０１６年から本格的商業出荷

人工孵化後の歩留向上中

生産規模のすべてを自前の人
工孵化でカバーし得る体制へ



3-2．トピックス（豪州漁業会社の子会社化）
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2013年12月 持分法適用会社
↓

2014年9月 子会社化
売上高・利益の計上



3-3．トピックス（タイ営業冷凍倉庫稼働）

JPK Cold Storage – Bangkok, Thailand
子会社Kingfisher HDと現地会社の合弁

• ＦＴＺによるアセアン域内商流
の活発化に対応（フリートレー
ドライセンス取得済み）

• グループ工場の原料保管

• グループ企業生産品の日本
向け出荷に際し、仕向先毎に
複数工場生産品を積み合わ
せることにより、物流費削減

• グループ企業生産品の東南
アジア販売における物流拠点
としての活用

7



3-4．トピックス（群馬工場再稼働）
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８月初 ピザ、クリームコロッケライン再稼働
１１月中 フライ、ホットケーキライン再稼働
１１月下 カップグラタンライン再稼働



3-5．トピックス（ロングライフチルド商品）

宇都宮工場内で専用工場建設着工（9月）
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チルド惣菜国内市場

2012年 ７１５億円
↓

2013年 ７６３億円
↓

２，０００億円規模へ

2012年、2013年の
データは富士経済調べ



3-6．トピックス（新設冷蔵倉庫営業開始）

(株)マルハニチロ物流 川崎第三物流センター 営業開始（２月～）

10

庫腹 ３万トン

↓

グループ総庫腹量
５９万トンへ



4. 海外売上高

14/9
210億円

前年比
107.5％

2014年9月期
海外売上合計 ５９８億円

前年比 １２２．６％
連結売上比 １４．３％

前年実績 ４８７億円

14/9
236億円

前年比
114.9％

14/9
152億円

前年比
174.7％

13/9
87億円

欧州
北米

13/9
195億円

アジア他

13/9
205億円
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5. 年間計画
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(単位：億円）

年間計画

売 上 高 ８，５００
営 業 利 益 １１０
経 常 利 益 １００
当 期 純 利 益 ５０



当資料に記載されております計画や見通し、戦略など歴史的事実でないも

のは将来の業績に関する見通しであり、これらは現時点で入手できる情報

から得られた判断に基づいております。実際の業績は様々な重要要素によ

り、これらの見通しとは異なる結果をもたらしうることをご承知おきくだ

さい。また、本資料は著作権やその他本書類にかかる一切の権利はマルハ

ニチロ株式会社に属します
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